
昭
和
五
十
五
年
人
事
院
規
則
一
〇―

八

人
事
院
規
則
一
〇―

八
（
船
員
で
あ
る
職
員
に
係
る
保
健
及
び
安
全
保
持
の
特
例
）

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
船
員
で
あ
る
職
員
に
係
る
保
健
及
び
安
全
保
持
の
特
例
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条
　
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
（
予
備
船
員
を
除
く
。
）
で
あ
る
職
員
（
以
下
「
船
員
」
と
い
う
。
）
の
保
健
及
び
安
全
保
持
に
つ
い
て
は
、
規
則
一
〇―

四
（
職
員
の
保
健
及
び
安
全
保

持
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
船
医
）

第
二
条
　
各
省
各
庁
の
長
（
船
員
の
所
属
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
人
事
院
の
定
め
る
要
件
を
具
備
す
る
船
舶
に
は
、
医
師
を
乗
り
組
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
内
各
港
間
を
航
行
す
る
場
合
そ

の
他
人
事
院
の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
船
員
危
害
防
止
主
任
者
）

第
三
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
船
舶
に
お
い
て
行
わ
れ
る
別
表
第
一
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
業
務
に
係
る
作
業
場
ご
と
に
、
当
該
船
舶
に
乗
り
組
む
船
員
で
人
事
院
の
定
め
る
知
識
、
経
験
又
は
技
能
を
有
す
る
も
の
の
う

ち
か
ら
船
員
危
害
防
止
主
任
者
を
指
名
し
、
人
事
院
の
定
め
る
危
害
防
止
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
業
務
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
も
、
船
員
危
害
防
止
主
任
者
を
置
き
、
危
害
防
止
に
関
し
必
要
な
事
務
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
船
舶
に
お
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
規
則
一
〇―

四
第
十
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
実
験
等
の
場
合
の
措
置
）

第
四
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
船
舶
に
お
い
て
実
験
、
調
査
、
観
測
等
の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
船
員
の
健
康
障
害
又
は
危
険
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
実
験
等
の
実
施
の
指
揮
に
当
た
る
者

に
対
し
、
実
験
等
の
方
法
、
日
時
の
変
更
等
適
切
な
措
置
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
医
薬
品
等
の
備
付
け
）

第
五
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
船
舶
に
医
薬
品
そ
の
他
の
衛
生
用
品
又
は
医
療
書
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
伝
染
病
の
予
防
等
の
措
置
）

第
六
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
船
員
に
対
す
る
伝
染
病
の
予
防
の
た
め
、
人
事
院
の
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
舶
が
人
事
院
の
定
め
る
伝
染
病
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
も
む
く
場
合
又
は
船
舶
が
寄
港
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合

二
　
船
内
で
伝
染
病
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
疫
病
が
発
生
し
た
場
合

２
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
船
内
で
救
急
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
医
療
機
関
と
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
、
そ
の
指
示
に
し
た
が
つ
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
就
業
禁
止
）

第
七
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
伝
染
性
疾
患
に
か
か
り
、
若
し
く
は
伝
染
性
疾
患
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
船
員
に
つ
い
て
他
の
船
員
へ
の
伝
染
を
防
止
す
る
た
め
、
又
は
心
身
に
故
障
を
生
じ
た
船
員
に
つ
い
て
自
身
を
傷
つ
け
、

若
し
く
は
他
の
船
員
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
を
業
務
に
就
か
せ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
規
則
一
〇―

四
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
有
害
業
務
に
係
る
措
置
）

第
八
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
船
舶
に
お
い
て
行
わ
れ
る
別
表
第
二
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
の
定
め
る
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
前
項
の
業
務
以
外
の
業
務
で
船
員
の
健
康
障
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
有
無
に
つ
い
て
随
時
調
査
し
、
船
員
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
適
切
な
措
置
を
と
る

も
の
と
す
る
。

３
　
船
舶
に
お
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
規
則
一
〇―

四
第
十
六
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
危
害
の
お
そ
れ
の
多
い
業
務
の
従
事
者
）

第
九
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
人
事
院
の
定
め
る
免
許
、
資
格
等
を
有
す
る
船
員
で
な
け
れ
ば
、
船
舶
に
お
い
て
行
わ
れ
る
別
表
第
三
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
に
お
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
規
則
一
〇―

四
第
三
十
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
設
備
等
に
つ
い
て
の
規
則
一
〇―

四
の
適
用
除
外
）

第
十
条
　
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
船
舶
に
用
い
ら
れ
る
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
規
則
一
〇―

四
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
昭
和
五
十
五
年
八
月
八
日
ま
で
の
間
は
、
別
表
第
三
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
制
限
荷
重
が
五
ト
ン
以
上
の
揚
貨
装
置
の
運
転
の
業
務
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

条
に
規
定
す
る
船
員
以
外
の
船
員
を
当
該
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
　
昭
和
五
十
五
年
二
月
九
日
に
航
行
中
の
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
船
員
の
保
健
及
び
安
全
保
持
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
が
帰
港
す
る
ま
で
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
二
日
人
事
院
規
則
一
〇―

八―

一
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
　
船
員
危
害
防
止
主
任
者
を
指
名
す
べ
き
業
務
（
第
三
条
関
係
）

一
　
ボ
イ
ラ
ー
（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
）
の
取
扱
い
の
業
務

1



二
　
第
一
種
圧
力
容
器
（
小
型
圧
力
容
器
及
び
人
事
院
の
定
め
る
そ
の
他
の
圧
力
容
器
を
除
く
。
）
の
取
扱
い
の
業
務

三
　
可
燃
性
の
ガ
ス
及
び
酸
素
を
用
い
て
行
う
金
属
の
溶
接
、
溶
断
又
は
加
熱
の
業
務

四
　
つ
り
足
場
、
張
出
し
足
場
又
は
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
構
造
の
足
場
の
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
業
務

五
　
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
が
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
け
る
業
務

六
　
電
路
又
は
そ
の
支
持
物
の
点
検
、
修
理
等
の
電
気
工
事
の
業
務
で
人
事
院
の
定
め
る
も
の

七
　
潜
水
器
を
用
い
、
か
つ
、
空
気
圧
縮
機
若
し
く
は
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
気
又
は
ボ
ン
ベ
か
ら
の
給
気
を
受
け
て
、
水
中
に
お
い
て
行
う
業
務

八
　
火
薬
類
の
取
扱
い
の
業
務

九
　
床
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
墜
落
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
け
る
業
務

十
　
げ
ん
外
に
身
体
の
重
心
を
移
し
て
行
う
業
務

十
一
　
揚
貨
装
置
等
の
取
扱
い
の
業
務

十
二
　
着
氷
除
去
の
業
務

十
三
　
引
火
性
液
体
類
等
の
取
扱
い
等
の
業
務

十
四
　
船
内
く
ん
蒸
の
業
務

十
五
　
多
数
の
者
に
対
し
て
行
う
給
食
業
務

備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
ボ
イ
ラ
ー
」
、
「
小
型
ボ
イ
ラ
ー
」
、
「
第
一
種
圧
力
容
器
」
及
び
「
小
型
圧
力
容
器
」
と
は
、
次
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
別
表
第
三
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

一
　
ボ
イ
ラ
ー
　
規
則
一
〇―

四
別
表
第
一
備
考
第
一
号
の
ボ
イ
ラ
ー
を
い
う
。

二
　
小
型
ボ
イ
ラ
ー
　
規
則
一
〇―

四
別
表
第
一
備
考
第
二
号
の
ボ
イ
ラ
ー
を
い
う
。

三
　
第
一
種
圧
力
容
器
　
規
則
一
〇―

四
別
表
第
一
備
考
第
三
号
の
容
器
を
い
う
。

四
　
小
型
圧
力
容
器
　
規
則
一
〇―

四
別
表
第
一
備
考
第
四
号
の
容
器
を
い
う
。

（
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

別
表
第
二
　
有
害
業
務
（
第
八
条
関
係
）

一
　
潜
水
器
を
用
い
、
か
つ
、
空
気
圧
縮
機
若
し
く
は
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
気
又
は
ボ
ン
ベ
か
ら
の
給
気
を
受
け
て
、
水
中
に
お
い
て
行
う
業
務

二
　
人
体
に
有
害
な
塗
料
又
は
溶
剤
を
使
用
し
て
行
う
塗
装
又
は
塗
装
の
剥
離
の
業
務

三
　
溶
接
、
溶
断
又
は
加
熱
の
業
務

四
　
酸
素
の
量
又
は
人
体
に
有
害
な
気
体
の
検
知
の
業
務

五
　
酸
素
の
量
が
欠
乏
し
、
又
は
人
体
に
有
害
な
気
体
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
行
う
業
務

六
　
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
場
所
で
行
う
業
務

七
　
高
温
状
態
で
熱
射
又
は
日
射
を
受
け
て
行
う
業
務

八
　
水
又
は
著
し
く
湿
潤
な
空
気
に
さ
ら
さ
れ
て
行
う
業
務

九
　
低
温
状
態
で
行
う
業
務

十
　
騒
音
又
は
振
動
の
激
し
い
業
務

十
一
　
油
タ
ン
ク
の
清
掃
等
の
業
務

十
二
　
船
内
く
ん
蒸
の
業
務

十
三
　
四
ア
ル
キ
ル
鉛
又
は
加
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
取
扱
い
の
業
務

別
表
第
三
　
特
別
の
免
許
、
資
格
等
を
必
要
と
す
る
業
務
（
第
九
条
関
係
）

一
　
ボ
イ
ラ
ー
（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
）
の
取
扱
い
の
業
務

二
　
潜
水
器
を
用
い
、
か
つ
、
空
気
圧
縮
機
若
し
く
は
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
気
又
は
ボ
ン
ベ
か
ら
の
給
気
を
受
け
て
、
水
中
に
お
い
て
行
う
業
務

三
　
可
燃
性
の
ガ
ス
及
び
酸
素
を
用
い
て
行
う
金
属
の
溶
接
、
溶
断
又
は
加
熱
の
業
務

四
　
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
が
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
け
る
業
務

五
　
電
路
又
は
そ
の
支
持
物
の
点
検
、
修
理
等
の
電
気
工
事
の
業
務
で
人
事
院
の
定
め
る
も
の

六
　
揚
貨
装
置
又
は
陸
上
の
ク
レ
ー
ン
若
し
く
は
デ
リ
ッ
ク
の
玉
掛
け
の
業
務

七
　
揚
貨
装
置
等
の
運
転
の
業
務

八
　
び
よ
う
鎖
等
を
海
中
に
送
入
し
若
し
く
は
巻
き
上
げ
る
機
械
の
操
作
又
は
び
よ
う
鎖
等
の
送
入
若
し
く
は
巻
上
げ
の
人
力
に
よ
る
調
整
の
業
務

九
　
運
転
中
の
機
械
又
は
動
力
伝
導
装
置
の
運
動
し
て
い
る
部
分
の
注
油
、
掃
除
、
修
理
若
し
く
は
検
査
又
は
運
動
し
て
い
る
調
帯
の
掛
換
え
の
業
務

十
　
切
削
又
は
せ
ん
孔
用
の
工
作
機
械
の
使
用
の
業
務

十
一
　
床
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
墜
落
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
け
る
業
務

十
二
　
げ
ん
外
に
身
体
の
重
心
を
移
し
て
行
う
業
務

2



十
三
　
危
険
物
の
状
態
、
酸
素
の
量
又
は
人
体
に
有
害
な
気
体
の
検
知
の
業
務

十
四
　
圧
縮
又
は
液
化
に
よ
る
冷
凍
の
た
め
の
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
業
務

　
（
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）
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